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なぜ「子どもの居場所」を取り上げるか？

 キーワード：貧困、格差、生きる力

→「誰ひとり取り残さない」社会的要請が一層強まる

出典： 内閣府子供の貧困対策推進室(2015)



事情を抱える子ども

たちの生活・勉強の場

子どもの居場所とは何か？

寝る、食べる

遊 ぶ

学 ぶ

働 く

↑

居
場
所
の
種
類
・
数

乳児期 幼児期 小学生 中学生 高校生 大学生 発達段階→

子育て
交流・相談の場

野外遊び、
自然体験の場

環境教育、
まちづくり教育、ESDの場

社会体験、キャリア教育の場

・年齢が上がるにつれ、行
動が多様化する→居場所
は多様化
・小さい頃は親の居場所と
一体だが、年齢が上がるに
つれ居場所も自立する



都道府県別子どもの貧困率

 首都圏が高い

 埼玉県は一都三県の中では最
悪
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居場所づくりの阻害要因（埼玉県の例）

◆「埼玉都民」、自宅にいる時間が短い
◆核家族、アパート住まいが多い

地域でのつながり・人間関係の希薄化
地域での見守りが消失

孤立化→

「孤育て」
クレームの増加

当事者意識の希薄化

子育てを共有す
る場がない

子どもの遊び場、学
びの場がなくなる



AKB分科会の論点

 子育てを共有する場、遊び場、学びの場をどうやって確保す
るか

 孤立化を防ぐ手立ては？

 地域内のつながり（親のつながり）を回復する手立ては？

 子ども目線で居場所を考えるべき→価値観・行動の「押しつ
け」にならない居場所づくりとは？

 子どもの「生きる力」（思考力、判断力、表現力、適応力など）
を育む、主体性が発揮できる場になっているか？

 子どもの未来の選択肢の公平性が確保されているか？

 大人や地域の視点から「居場所」を考える

 大人も一緒に達成感を味わう・楽しむほうが持続する→その
方法は？ WinWinアプローチはあるのか？

 都市内の空洞化・農山村の過疎化等の課題解決のため、地
域づくりの担い手を確保したい→その方法は？



事情を抱える子ども

たちの生活の場

解決策の事例：3人の話題提供

寝る、食べる

遊 ぶ

学 ぶ

働 く

↑

居
場
所
の
種
類
・
数

乳児期 幼児期 小学生 中学生 高校生 大学生 発達段階→

子育て
交流・相談の場

野外活動
自然体験の場

環境教育、
まちづくり教育、ESDの場

社会体験、キャリア教育の場

森田
さん

関戸
さん

白土
さん



AKB分科会のプログラム

 論点提起（10分）

 コーディネータ：中口毅博（芝浦工業大学教授）

 事例報告（20分×3＝60分）

 報告者①：森田圭子（NPO法人わこう子育てネットワーク代表
理事、NPO法人ホームスタートジャパン副代表理事）

 報告者②：関戸博樹（NPO法人あさかプレーパークの会プレイ
リーダー、NPO法人日本冒険遊び場づくり協会理事）

 報告者③：白土眞二（川越蔵の会副会長兼事業部長）

 フロアからの補足・パネルディスカッション（40分）

 コーディネータ総括（5分）



論点と登壇者の関係

 子育てを共有する場、遊び場、学びの場をどうやって確保す
るか

 孤立化を防ぐ手立ては？

 地域内のつながり（親のつながり）を回復する手立ては？

 子ども目線で居場所を考えるべき→価値観・行動の「押しつ
け」にならない居場所づくりとは？

 子どもの「生きる力」（思考力、判断力、表現力、適応力など）
を育む、主体性が発揮できる場になっているか？

 子どもの未来の選択肢の公平性が確保されているか？

 大人や地域の都合もある→WinWinアプローチはあるのか？

 大人も一緒に達成感を味わう・楽しむほうがが持続する→そ
の方法は？

 都市内の空洞化・農山村の過疎化等の課題解決のため、地
域づくりの担い手を確保したい→その方法は？
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